






要約:Streptococcus pyogenesの培養上清から新しい型のマイトジェン因子をSP-Sephadex

C-25 カラムクロマトグラフィー、調整用イソエレクトロフォーカシング、逆相高速液体

クロマトグラフィーによって精製した。精製したマイトジェン因子は家兎の末梢リンパ球

に対して強いマイトジェン活性を示す蛋白で、SDS 一ポリアクリルアミドゲル電気泳動で

1 本の蛋白バンドとして泳動した。分子量は 25,370 で従来報告されている発赤毒 (SPEA

SPEB,SPEC)のいずれの分子量とも異なる新しい型であることがわかった。N 末端部分のア

ミノ酸配列は、Glu-Thr-Glu-Val-Asn-Val-Leu-Asn-Asp-Glu-Ala-Ser-Lys-Thr-Leu-Asn-

Glu-Ala-と決定された。この配列は従来の発赤毒の配列と異なっていた。


